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令和５年７月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

 

１ 開催日時 

  令和５年７月２８日（金）午前９時３０分から午前１１時４４分まで 

 

２ 開催場所 

  伊勢原市立図書館ＡＶホール 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長           山口 賢人 

  委 員（教育長職務代理者） 菅原 順子 

  委 員           渡辺 正美 

  委 員           福田 雅宏 

  委 員           濱田 光子 

 

４ 説明のために出席した職員等 

  教育部長          大山 剛 

  学校教育担当部長      櫻井 綾子 

  歴史文化推進担当部長 

  （兼）歴史文化担当課長   立花 実 

  参事（兼）教育総務課長   熊澤 信一 

  参事（兼）学校教育課長   守屋 康弘 

  教育指導課長        嶋本 信之 

  教育センター所長      田中 美和 

  社会教育課長        杉山 麻里 

  図書館・子ども科学館長   林 かをり 

  教育指導課教育指導係長   小菅 聡子 

  教育指導課主任主事     雫  大輔 

 

５ 会議書記 

  教育総務課係長       窪田 暁大 

 

６ 傍聴人 

１３人 

 

７ 議事日程 

  日程第１ 前回議事録の承認 

  日程第２ 教育長報告 

  日程第３ 議案第３０号 適応指導教室の位置の変更に係る基本的事項の決

定について 
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  日程第４ 議案第３１号 令和６年度伊勢原市立小学校使用教科用図書の採

択について 

  日程第５ 議案第３２号 令和６年度伊勢原市立中学校使用教科用図書の採

択について 

  日程第６ 議案第３３号 令和６年度伊勢原市立小中学校の特別支援学級に

おいて使用する教科用図書の採択について 

  その他 
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  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午前９時３０分   開会 

 

○教育長【山口賢人】  おはようございます。 

定刻となりましたので、ただいまから令和５年７月教育委員会定例会を開催い

たします。 

 まず、教育総務課長より資料の確認をお願いいたします。 

○参事（兼）教育総務課長【熊澤信一】  （資料確認） 

○教育長【山口賢人】  皆さん、よろしいでしょうか。 

○教育長及び委員全員  （了承） 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第１ 前回議事録の承認 

 

○教育長【山口賢人】  それでは、日程第１「前回議事録の承認」について、

お願いします。 

○教育長及び委員全員  承認 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【山口賢人】  続きまして、日程第２「教育長報告」になります。本

日は４件ございます。 

 まず１件目、市議会６月定例会教育委員会関連一般質問答弁の概要について、

所管の部長から報告をお願いします。 

○教育部長【大山剛】  それでは私から、総括的に御説明させていただきます。

事前にお配りさせていただいておりますので、詳細については御確認いただきた

いと思います。 

 ６月定例会では、５人の議員から一般質問をいただきまして、内容といたしま

しては、不登校の問題、それから給食費の公会計あるいは無償化、令和５年度か

ら新たに取り組みますスクールロイヤー、また、新たな話題として、ＰＴＡにつ

いての御質問等をいただいております。詳細につきましては、お手元にお配りさ

せていただいております一般質問の概要を御覧いただきたいと思います。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  今の報告について、何か御意見や御質問はございます

でしょうか。 

 よろしいですか。 

 では２件目、文化財フェスタの開催について、３件目、令和５年度夏季休業期
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間中の児童生徒指導について、４件目、第２８回いせはら市展の実施結果につい

て、以上３件について、続けて、それぞれから報告をお願いします。 

○歴史文化推進担当部長（兼）歴史文化担当課長【立花実】  資料２を御覧く

ださい。「いせはら文化財フェスタ２０２３」の開催について御報告いたします。 

 今回は、大正１２年に発生しました関東大震災から１００年ということで、全

国で様々な催物が開催されていますけれども、伊勢原市でも歴史的資料から伊勢

原の災害を紹介する展示を開催いたします。令和５年８月１８日金曜日から２１

日月曜日まで、午前９時から午後５時、場所は中央公民館の１階展示ホールとな

ります。 

 今回の展示の狙いは、市内で活躍されております市民団体の方々に声をかけさ

せていただきまして、ふだん、調査やウオークといった活動をしている中で目に

した市内の関東大震災の痕跡、資料などを市民の目線で取り上げていただいて、

震災を身近なものとして捉え直そうというものであります。 

 また、市の文化財保護審議会の委員であります川島敏郎先生に、歴史講演会と

しまして、大山で震災後に発生しました山津波について、資料を基にお話しして

いただきます。あわせて、危機管理課と連携いたしまして、せっかくの機会であ

りますので、近年の全国の災害の状況や災害グッズなどについても展示していた

だきます。さらに「富士山大噴火について備える」という講演もお願いしており

ます。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  では３件目、お願いします。 

○教育指導課長【嶋本信之】  続きまして、資料３の夏季休業期間中の児童・

生徒指導について述べさせていただきます。 

 夏季休業を迎えるに当たり、各学校には資料３「夏季休業期間中の児童・生徒

指導について」を配付いたしました。このことについて、各校には校長会を通じ、

資料にありますように、学習指導、生活指導、健康・安全指導、緊急指導体制の

確認、夏季休業後の児童・生徒指導等につきまして、職員への周知と児童生徒へ

の指導を依頼いたしました。また、特に気にかかる児童・生徒に対しては、休業

中にも必要に応じて電話連絡や家庭訪問等を行うとともに、休み明けにも丁寧に

関わるなど、きめ細やかな指導に努めるようにお願いいたしました。さらに、児

童・生徒にとっても、教職員にとっても、自然や人とのふれあいの体験などの中

で、自己肯定感を育み、人間力を高めるよい機会となることを踏まえ、充実した

日々が送れるよう、事前の指導をお願いしたところでございます。 

 以上であります。 

○教育長【山口賢人】  では４件目、お願いいたします。 

○社会教育課長【杉山麻里】  社会教育課より「第２８回いせはら市展」につ

いて御報告いたします。資料４を御覧ください。 

 前期は絵画・版画・彫刻部門で６月７日から６月１１日まで、後期は書、写真、

陶・工芸部門で６月２１日から６月２５日まで開催いたしました。展示点数は前

期５５点、後期１５５点、合計２１０点でした。 
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 入場者数は前期６１７人、後期８２２人、合計１,４３９人で、前年度より９２

人の増となりました。今年度は審査員の方による講評や表彰式などを対面で実施

することができました。 

 教育委員の皆様方には、お忙しいところお越しいただき、お礼申し上げます。

ありがとうございました。 

○教育長【山口賢人】  では、２件目から４件目についての報告、何か御意見

や御質問はございますでしょうか。 

 福田委員、お願いします。 

○委員【福田雅宏】  お願いします。資料２の先ほど特別講演会で災害グッズ

を展示という話が御説明の中であったかと思うんですけど、これって８月２０日

のみですか。 

○歴史文化推進担当部長（兼）歴史文化担当課長【立花実】  期間中を通して、

災害の防災用品を展示していただきます。 

○委員【福田雅宏】  この期間中？ 

○歴史文化推進担当部長（兼）歴史文化担当課長【立花実】  はい、期間中で

す。 

○委員【福田雅宏】  はい、ありがとうございます。 

○教育長【山口賢人】  ほかにはいかがでしょうか。 

 はい、菅原委員、お願いします。 

○委員【菅原順子】  いせはら市展について、入賞者の方々の表彰式に出席さ

せていただきましたけれども、入賞者が４０名近くいらっしゃって、かなり長時

間になりました。せっかくですから、表彰されているときに、その方の受賞作品

をパワーポイントなどで見ることができれば、御本人にとっても、参加者にとっ

ても、さらに有意義ではないかなと思ったんですけれども、いかがでしょうか。 

○社会教育課長【杉山麻里】  そうですね。確かに表彰式の時間帯、大勢の方

に来ていただいているので、時間の制限はありますが、来年度に向けて、そちら

を考えて、できるかどうかの方向性を探りたいと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 では、ほかにないようですので、次に進みたいと思います。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第３ 議案第３０号 適応指導教室の位置の変更に係る基本的

事項の決定について 

 

○教育長【山口賢人】  日程第３、議案第３０号「適応指導教室の位置の変更

に係る基本的事項の決定について」、提案説明をお願いします。 

○学校教育担当部長【櫻井綾子】  それでは、議案書の１ページを御覧くださ
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い。議案第３０号につきましては、伊勢原市教育委員会教育長に対する事務委任

等に関する規則第２条第１項第４号の規定により提案します。 

 適応指導教室は、平成６年度より大原児童館にて開設してまいりました。しか

し、通室する児童・生徒が増加傾向にあり、教室が手狭になったことから、南コ

ミュニティセンターの児童室へ移転する計画で進めてまいりました。関係各課と

の調整を行い、８月２８日より南コミュニティセンターにて適応指導教室を開設

する予定となりました。あわせて、名称をこれまでの「適応指導教室」から「教

育支援教室」へと変更いたします。これは令和４年６月１０日文部科学省通知不

登校に関する調査研究会議報告書「今後の不登校児童生徒への学習機会と支援の

在り方について」より、従来使用していた適応指導教室の呼称について、不登校

児童・生徒や保護者にとって、抵抗感を減らし、親しみやすいものにするよう求

められているためです。 

 また、「大原教室」という通称名につきましても、移転に伴い、「やまどり」

という愛称に変更いたします。このことにより、伊勢原市適応指導教室設置要綱

を議案書４ページにある資料のとおり改正いたします。 

 説明は以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 ただいまの提案説明について、御意見、御質問がございましたらお願いいたし

ます。 

 よろしいですか。 

 では、ないようですので、採決に入らせていただきたいと思います。 

 日程第３、議案第３０号「適応指導教室の位置の変更に係る基本的事項の決定

について」、賛成の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び委員全員  挙手。 

○教育長【山口賢人】  挙手全員。よって、本案は原案のとおり可決決定いた

しました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第４ 議案第３１号 令和６年度伊勢原市立小学校使用教科用

図書の採択について 

 

○教育長【山口賢人】  続きまして、日程第４、議案第３１号「令和６年度伊

勢原市立小学校使用教科用図書の採択について」、提案説明をお願いします。 

○学校教育担当部長【櫻井綾子】  議案書の２０ページを御覧ください。本議

案第３１号につきましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律第１３条及び第１４条、同法施行令第１５条の規定に基づく令和６年度伊勢原

市立小学校において使用する教科用図書の採択について、伊勢原市教育委員会教

育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１項第１０号の規定により提案す

るものです。 
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 提案理由といたしましては、令和６年度伊勢原市立小学校において使用する教

科用図書を採択する必要があるためでございます。 

 現在、小学校で使用しております教科用図書につきましては、義務教育諸学校

の教科用図書の無償措置に関する法律及び同法施行令に基づき、令和元年度の採

択により、令和２年度から令和５年度までの４年間、同一のものを使用しており

ます。その使用期間が終了いたしますことから、令和６年度から令和９年度まで

の４年間使用いたします教科用図書をここで改めて採択していただくということ

です。 

 また、教科用図書の採択につきましては、文部科学省から出されております教

科書目録に搭載された教科書のうちから採択することになっております。 

 ２３ページから順に添付されている一覧が、その文部科学省から出された教科

書目録一覧でございます。教育委員の皆様による御審議をお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○教育長【山口賢人】  ただいまの提案説明について、御意見や御質問がござ

いましたらお願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 では、これより審議に入りますが、審議、採決に入る前に申し上げておきます。

本日の採択に先立ちまして、伊勢原市教科用図書採択検討委員会を設置し、採択

に関わる必要な事項の調査研究及び協議をしていただいております。 

 先日開催されました検討委員会の会議に、教育委員の皆様全員、そして私がオ

ブザーバーとして出席し、調査・研究の内容を確認させていただきました。また、

検討結果を書面でもいただいております。 

 よって、委員の皆様は、検討委員会での検討結果について既に把握されており

ますので、改めてこの場では検討委員会での検討結果の報告はいたしません。 

 次に、審議、採決の方法についてでございます。まず、教育委員の皆様方それ

ぞれから順番に御意見をいただき、御意見が出そろったところで採決に入りたい

と思います。採決はお一人１回の挙手とし、過半数をもって決することとし、全

員の挙手が終わった時点で終了といたします。よろしいでしょうか。 

 それでは、これから種目ごとに委員の皆様の御意見を伺って採決してまいりた

いと思います。 

 まず、国語でございますが、国語については３者から発行されております。 

 それでは、菅原委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は３者の中で光村図書が最もよいと思いました。定番

の読み物に加えて、ロボット、宇宙、デジタル機器など、最新のテーマを扱った

科学的読み物、また、宮沢賢治などの名作、さらに短歌や俳句、落語、狂言とい

った古典などがバランスよく学べるような構成になっていると思います。また、

二次元コードが充実していて、落語や狂言の実際の動画、古典文学の朗読、作家

の生い立ちなどの情報に手軽にアクセスできるようになっています。 

 以上から、私は光村図書が最もよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 
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 では続いて、渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  どの会社も、読む、話す、聞く、書くことの学びを深め

られるような工夫がされていると思います。読み物などの教材に適した図絵や写

真を掲載して、親しみやすく学習できるよう工夫していると思います。 

 光村図書は言語活動の指導に関する工夫もされており、また、よい本の紹介や

季節の言葉、言葉の活用を広げ、知識や感性を高める工夫がされていると思いま

した。取り上げている作品も、童話、感動を生み、思考を深める名作や科学的事

象などのほかに、古典の世界、代表的な古文、短歌、俳句や古典芸能について、

日本の伝統文化を学ぶ学習も用意されていると思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では続いて、福田委員からお願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  ３者ともに巻頭に目的、鉛筆の持ち方、書く姿勢が写真

によって分かりやすく、また、キャラクターの吹き出し等が分かりやすいと感じ

ました。 

 東京書籍さんにはプラスチック問題の時事問題があったり、教育出版さんは雪

を新しいエネルギーなどに活用するページ、それから、光村図書さんは春夏秋冬

の四季を使った題材等の工夫があると思いました。 

 特に光村図書さんは、問題解決の整理、折り込みページがよいと感じましたの

で、私は光村図書さんがよろしいかと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私は光村図書を推薦いたします。１年生の学校に入って

初めて出会う教科書、特に国語という教科書に対して、今まで小さい頃から読ん

でいた絵本とは違う、学ぶということに対しての導入部門で、あまり抵抗がなく、

なおかつ知識として国語を学ぶという導入に対して、絵本のようなきらきら感や

季節感を強く、光村図書の最初のところに感じました。 

 あとは、皆様お話ししていらっしゃいますが、古典の学び方の中で、やはりこ

れからの現代社会の中で、日本の古い文化を学ぶには、無理なく少しずつ学んで

いくというところが大事かなと思いますと、いきなり１つの学年でかなりの題材、

教材を与えるのでなくて、各学年、通年通して、少しずつ古典の事例を挙げなが

ら深めていくという姿勢を光村図書に感じましたので、光村図書を推薦したいと

思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、私の意見を申し上げさせていただきたいと思いますけれども、まず、そ

れぞれの教科書、いろいろ工夫されているかなと思いますが、光村図書につきま

しては、特に子どもたちが深く感動したり、自らの考えを深めていくような読み

物が充実しているのではないかなという印象がございます。 

 また、ちょっと視点は違いますけど、伊勢原市では第３期教育振興基本計画が

ここで改定されて進められているところですが、その中で、読書活動を充実させ
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ようということをうたっております。 

 そういう中で、他の教科書でも触れられてはいるんですけれども、特に光村図

書に関しては、単元に関連した本がそれぞれ紹介されていたり、あるいは学校の

図書館、あるいは地域の公立図書館、そういうことに触れるようなページも充実

しているかなと思っています。そんなことがありまして、伊勢原の子どもたちが

使う教科書としては、光村図書の教科書がよろしいかなと私は考えました。 

 今、それぞれ意見が出終わったところですけど、何か追加で御意見はあります

でしょうか。 

 よろしいですか。では、ないようですので、採決に入らせていただきたいと思

います。 

 国語の教科用図書につきましては、３つの発行者から選ぶことになります。こ

れから発行者名を順次申し上げますので、この発行者の教科用図書がよいという

ところで１回挙手をお願いいたします。 

 それではまず、東京書籍がよいという方、挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 続いて、教育出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 光村図書出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手５名。 

 全員の挙手が終わりました。光村図書出版が５名でございました。よって、令

和６年度伊勢原市立小学校、国語で使用する教科用図書は、光村図書出版のもの

と決定いたしました。 

 引き続きまして、書写でございます。書写については３者から発行されており

ます。 

 それでは、今度は渡辺委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  各者共に、平仮名、片仮名、漢字などの文字を書くこと

の学習内容が、学年に応じて、硬筆、毛筆の指導内容が分かりやすく、また、活

動の留意点も示されていると思います。 

 光村図書は、子どもたちの読む、書くなどの学習時の好ましい姿勢、用具の持

ち方、片づけなどの基礎的、基本的な内容が繰り返し扱われており、また、国語

の教科書と同じほうが、学習指導上で連携、活用しやすいのではないかと思いま

した。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 福田委員、お願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  ３者とも、オノマトペ、あと、姿勢、持ち方等が記載さ

れてあり、工夫されているなと思いました。 

 東京書籍さんは、体操ですとか、５年生に筆記具の特徴があり、これも工夫さ

れているなと。 

 光村図書さんは、巻末水書の付録に”ます”が載っている、これがいいのでは

ないかなと感じまして、３年生ではへん部分の組立て等も工夫されている。また、

６年生の筆記用具の特色等が個人的に非常にいいのではないかと感じましたので、

私は光村図書さんがよろしいかと思います。 
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○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私は光村図書がいいと思いました。今のキーボードを触

って文書を作成するという時代の中で、自筆で文字を書くということの大切さ、

それをいかに子どもたちに自然に学ぶためには、やはり、まずは基本が大事だと

思います。また、文字に対する意識としては、まず身の回りのものからまず学ぶ

ということが大事かなと思いまして、光村図書の最初の文字の言葉の取上げ方が

身の回りのものに対しての文字を意識されていることに共感を覚えました。 

 あとはやはり３年生から６年生まで、必ず書く姿勢を大事にするというところ

を改めて表示されているところに、基本は姿勢であることを学んでいただきたい

と私も思いますので、光村図書を推薦いたします。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は光村図書がよいと思いました。他者もオノマトペを

使って、筆運びのイメージがつかみやすいように工夫されていますが、光村図書

はイラストの猫の体の動きが添えられていて、さらにイメージしやすくなってい

ます。 

 ３年の毛筆の導入の場面では、腕を使った空書きの実際の写真が掲載されてお

り、全体的に手先だけでなく、身を入れて、体全体を使って書くことが強調され

ているように思います。 

 学校訪問をしますと、教室の後ろの壁に子どもたちの毛筆の作品が並んでいる

のを目にします。しっかりした字、元気いっぱいの字、こじんまりした字、よれ

よれの字など様々ですが、うまい、下手を超えたそれぞれの文字の個性に、いつ

も胸を打たれます。 

 光村図書の６年の教科書の最後に、各界で活躍されている数人の方々の決して

うまいとはいえない文字が紹介されており、そこに添えられた「文字には書く人

によって異なる味わいがある」という言葉にとても共感しますし、子どもたちも

自信を持てると思いました。 

 以上から、私は光村図書が最もよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 私は小中学校に訪問させていただいて授業を見させていただく中で、まず、中

学生の鉛筆というか、中学生はシャープペンシルを使うケースが多かったですけ

れども、持ち方が随分、これでいいのかなというようなものが多く、気になって

おります。 

 小学校に行くと、そこのところはしっかり指導できているのかなと思っている

んですけれども、でも、やっぱり小学校でも同じように鉛筆の持ち方がちょっと

気になるなと思っている中で、各者の書写の教科書を見させていただいた中で、

東京書籍につきましては、左利きのお子さんについての配慮が随分されているな

と感じました。今、教育的ニーズがいろいろ必要とされている中で、細かい配慮

がされている点については、大変魅力的であるなと思いました。 
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 また、光村図書の教科書につきましては、鉛筆を持った手の写真とか、あるい

はイラストが大きく書かれているので、その分、子どもたちにとっては分かりや

すいのかなと思いました。 

 また、３年生の教科書の中には、鉛筆と筆の持ち方の違いというようなポイン

トが分かりやすく押さえられているのもいいなと思いました。 

 また、光村図書につきましては、学習すべき点が一目で分かるような工夫がさ

れているのも使いやすいのではないかなと思いました。 

 私からは以上になります。 

○教育長【山口賢人】  何か追加で御意見はありますでしょうか。 

 では、ないようですので、採決に入らせていただきたいと思います。 

 書写の教科用図書につきましては、３者から選ぶことになります。 

 まず、東京書籍がよいという方、挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 教育出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 光村図書出版がよいという方、挙手をお願いいたします。挙手５名。 

 全員の挙手が終わりました。光村図書出版が５名でございました。 

 よって、令和６年度伊勢原市立小学校、書写で使用する教科用図書は、光村図

書出版のものと決定いたしました。 

 では続きまして社会でございますが、社会については３者から発行されており

ます。 

 では、今度は福田委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  ３者とも学習の進め方、ステップ、つかむ、調べる、ま

とめる、関連づける等の工夫があって、いいのかなと思いました。 

 特に日本文教出版さんは、ステップの最後に未来をつくる力をつけるとして、

これもいいのではないか。また、巻頭に都道府県を手書きする資料、これは非常

にいいのではないかなと思いました。 

 それから、教育出版さんは、３年生の巻頭、４年生に水、あと、もっと知りた

いで箱根等、神奈川の記載が多く感じられました。また、６年生でパラリンピッ

ク選手等を題材、３者の中で写真が非常に多く使われていると思いまして、私は

教育出版さんがいいのではないかと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私は教育出版がいいと思いました。ものづくりを考えさ

せ、社会という学問が世の中の仕組み、現状を知るという入口の学問として、現

状を正しく理解するという意味で、産業の成り立ちというところにちょっと注目

いたしまして、米作りのところを注視して拝見しました。教育出版さんだけが新

潟の南魚沼を取り上げていらして、ほかの日本文教出版さんと東京書籍さんは山

形の米作りを取り上げていらっしゃいました。現実的に考えると、新潟の米作り

が日本一であるという現状はまだしばらく続くのかなと思うとともに、他者さん

の山形の米作りを取り上げている意図が私はちょっと知りたいなというところが

あります。近年温暖化、品種改良が進み、北は北海道まで美味しいお米が採れ、
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日本全国でおいしい米がたくさん採れるようになってきている時代であるよとい

う提唱というか、そういう観点で山形の米づくりを細かく学ぶような姿勢を求め

られているのかなと思ったんですが、今、現実的には、まずは新潟の米を参考に

して、それから日本の農業に対して考えていくという観点に私は同意したもので

す。 

 あとは工業についても、ひたすら、ただ「工業」という言葉でなくて、「未来

をつくり出す工業生産」というタイトルがありまして、農業に関しても「未来を

支える食糧生産」というタイトル、子どもたちはそのタイトルを見て、どこまで

それを理解するか分からないんですが、単純に学問として、ここでこんなものが

たくさん作られているということでなくて、どうしてそこでそんな産業ができて

いるのかなというところを先生方が導いていくために、これからの時代をつくり

出すための産業ですよというような問いかけがそのタイトルに込められていて、

内容に関しても、その視点で解説がされているところに共感を覚えました。皆さ

ん、それぞれすばらしい内容ではあるんですが、産業に関しての観点を自分の中

で感じたものですから、教育出版を推薦させていただきたいと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は教育出版の教科書が最もよいと思いました。地の文

の中に「○○さんたちは××について調べました」という文言が入っているのは、

一方通行に知識を入れるのではなく、子どもたち自身が共に考え、学んでいくと

いうコンセプトの表れだと思いますが、全ての項目がその文で始まると、かえっ

て流れの理解の邪魔になったり、重要度を分かりにくくしてしまったりするきら

いがあると思います。 

 教育出版の場合は、５年生以降は地の文からそのような文言が調べ学習を除い

てはほとんどなくなり、重要なことがすっきり整理されて頭に入ってくるように

思いました。 

 また、教育出版の６年の歴史分野では、昔の白黒写真の多くがカラー化されて

いて、子どもたちに、より歴史的事実が生々しく迫ってくるように思います。ま

た、年表が折り込みを開くと縄文時代から現代に至るまでが一目で見られるよう

になっており、時代の流れの全貌がよどみなくつかめるようになっているのも優

れた点であると思います。 

 また、災害援助の章で、日本から海外への援助だけでなく、東日本大震災のと

きの海外から日本への救助活動について写真入れで掲載されているのも教育出版

の特徴でした。 

 以上から、私は教育出版が最もよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  ３者とも学年ごとに異なる学習ですので、それぞれの学

習の狙いに沿って学習の進め方が示されており、関連する絵図や写真を豊富に使

って、同世代の補助的キャラクターの発言なども加えながら、親しみやすく学習
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できるような工夫がされていると思います。 

 ただ、教育出版は、特に１時限の学習を見開きに２ページで編成しており、学

習の進め方も分かりやすく示されております。また、文字やいろいろな事象の解

説もその都度あり、学習内容の理解を助けていくものと思いました。また、何よ

りも使われている教科書の教材や資料に神奈川の横浜や伊勢原があり、学習する

内容を身近に感じながら学習することができ、親しみやすく、理解が進むものと

思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 今、複数の委員から、教育出版の教科書については神奈川県の記事が多いので

という話がありましたが、私もそれはとても子どもたちが興味を持ちやすくなる

大きな要素かなと思っております。 

 特に伊勢原では、３、４年生については副読本の「いせはら」というものを使

っております。この「いせはら」は、もちろん伊勢原に特化した資料が載ってい

るわけです。教育出版は神奈川県の中でも横浜に割とフォーカスした資料が載っ

ているんですけれども、同じ神奈川県の中の伊勢原市と大都市の横浜のものを見

比べながら授業に使うと考えると、大変、効果的な学習ができるのではないかな

と思いましたので、私は教育出版の教科書がよいかなと思いました。 

 ほかに何か御意見はありますでしょうか。 

 よろしいですか。では、ないようですので採決に入らせていただきたいと思い

ます。 

 社会の教科用図書につきましては、３つの発行者から選ぶことになります。 

 まず、東京書籍がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 教育出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手５名。 

 ここで全員の挙手が終わりました。教育出版が５名でございました。 

 よって、令和６年度伊勢原市立小学校、社会で使用する教科用図書は教育出版

のものと決定いたしました。 

 では引き続きまして地図でございますが、地図については２者から発行されて

おります。 

 では、濱田委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私は帝国書院がいいと思いました。私たち大人が使う地

図とはちょっと違う内容というか、世界の国々とのつながりとか、資料として地

域と地域を結びつけるとか、いろいろな角度から地図を考えていくというところ

には、いろいろな書き込みとか説明とかが必要なのかということを改めて今回の

教科書を見させていただいて感じた次第です。 

 その中でも、やっぱり地図としては、どうしても色合いのよさというのが大事

なところかなと思いまして、帝国書院は色合いに見やすさを感じました。あとは

豊富な資料もたくさんありまして、グラフ化されている情報も多く、社会の勉強

と現実の生活との結びつきを知る資料としても大いに活用しやすいのかなと思い

ました。 
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 あとはちょっと細かいところで恐縮ですが、拡大地図が大都市のところにある

んですが、首都東京都というと、ほぼ、私たち神奈川県の隣の地域と考えたとき

に、拡大地域の地図が帝国書院は東の荒川まで入って、どちらかといったら千葉

近くのほうまで拡大されていて、現実的に荒川を越えた向こう側のところでもい

ろいろな産業が成り立っていますので、その辺の地図も、ぜひ拡大地図としたら

加えていただきたいなと思いました。 

 あと、西の大阪ですが、大阪の拡大地図が東京書籍さんには特になくて、奈良、

京都の部分に関しての拡大地図に加えて、学校の授業の展開で、大阪の産業、文

化、交通とかの知識が細かくどこまで必要かどうかという部分はあるんですが、

大人の観点かもしれませんが、東京と大阪拡大地図を同じような対象で採用して

いただけたらなという思いがありましたので、帝国書院を推薦させていただきま

す。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は帝国書院がよいと思いました。表紙が柔らかいので、

手によくなじみ、繰り返し使用したり、開いたままにしておいたりといった地図

帳ならではの使用方法を考慮したつくりになっていると思います。 

 また、メジャーリーグの本拠地が記入されているアメリカの詳しい地図や、「東

京都とその周り」と題して、伊勢原を最南端とし、その北部の丘陵部、山岳部が

拡大された、あまり目にしたことのない地勢図など、伊勢原の子どもの興味を引

く、また、子どもに持ってほしい視点から描かれた地図も記載されていることか

ら、私は帝国書院の地図帳がよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  ２者共に、地図帳の使い方、それから世界の地図、日本

の地図、共に高度差や土地利用も色分けされ、工夫されています。また、後編の

資料編には自然や産業、日本や世界の統計、地図帳に必要な索引なども掲載され

ていると思います。 

 ただ、帝国書院は地図帳の使い方が１４ページ用意されています。より丁寧で

分かりやすいと思いました。 

 それから、各地や世界の国々の人々の生活の様子、それから、歴史等を知るこ

とができるような地図帳に関係の深い事象や絵が同時に記載されている、こんな

こともよいのではないかと思いました。 

 また、日本を広く見渡す地図や世界の国々を色分けした地図もあり、位置や形

状を理解することの助けになると思いました。 

 資料編は合計３８ページあります。日本の自然や産業が取り扱われております。

その中で主要な生産地の帯グラフや農水産業や資源の輸入先の帯グラフなどもあ

り、内容が豊富でした。また、自然災害とそれに伴う各地の防災の取組も紹介さ

れ、日本や世界の食糧問題、ＳＤＧｓについても扱われておりました。現代社会

の重要な課題に気づき、理解する助けにもなるものと思いました。 
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 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、福田委員、お願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  東京書籍さんは、主題図、産業とか歴史とかが多いよう

な気はしました。 

 帝国書院さんは、索引と巻頭地図、個人的に、色の使い方がすごく見やすかっ

たなと。縁が濃くて中が薄い、濃淡がすごく見やすいなと思いました。あと、広

く見渡す地図、それから標高も分かりやすいと思いましたし、ＳＤＧｓもまとま

っているのではないか。詳細地図も多い気がしました。子どもの目線から見ると、

自分の子ども時代を思い出しますと、地図をもらって、先生の話を聞かずにみん

なで地図を広げていた、あのときの楽しさを思い出しながら両者とも見たんです

けれども、個人的には帝国書院さんのほうが楽しく見られたなと思いましたので、

私は帝国書院がいいと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 私も帝国書院の地図帳がいいと思いました。子どもたちが初めて地図に触れて

いく中で、割となじみやすい入り方をしているかなと感じたこと、あと、いろい

ろな縮尺の地図が掲載されていますので、目的によって大きい地図、目的によっ

ては小さい地図、そういうものを選べることも魅力的なのではないかなと感じま

した。 

 では、それぞれからの意見が終わりましたが、どうでしょう、何か追加でござ

いますでしょうか。 

 よろしいですか。では、ないようですので、採決に入らせていただきます。 

 地図の教科用図書につきましては、２つの発行者から選ぶことになります。 

 東京書籍がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 帝国書院がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手５名。 

 全員の挙手が終わりました。帝国書院が５名でございました。 

 よって、令和６年度伊勢原市小学校、地図で使用する教科用図書は帝国書院の

ものと決定いたしました。 

 次に算数でございますが、算数については６者から発行されております。 

 それでは、また菅原委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は啓林館が最もよいと思いました。盛り込み過ぎず、

詳し過ぎず、説明や絵が端的で分かりやすいと思いました。また、付属の教材が

工夫されていると思いました。 

 例えば２年生の教科書には９×９のマスに丸いブロックが並べられている表が

折り込まれていて、それを広げると教科書のページを開きながら参照できるよう

になっており、九九の導入期に丸暗記ではなく、九九の概念を理解しながら学べ

るようになっていると思いました。 

 ３年生になると、九九の答えが記入された小さめの九九表が切り取って使える

ようになっていて、九九が定着していない子どもが割り算など先に進む際に、物

的サポートとして用いることができるようになっています。 
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 このようなことから、私は啓林館が最もよいのではないかと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  どの教科書も補助キャラクターの児童の発言を分かりや

すく組み込んでいて、そして、絵、図、物などを楽しく分かりやすく数値化した

り表したりして、分かりやすく取り組めるような工夫をしていると思いました。 

 また、学習の進め方、それから教科書の使い方、ノートの書き方なども掲載さ

れていると思います。 

 教育出版は、単元の初めに学習内容に応じた身近な例題を示して、子どもたち

に興味、関心が湧くような工夫をしております。また、設問が見やすくて、学習

上の理解の筋道が分かりやすく、定着のための練習問題や発展的学習も用意され

ています。学習の手引で用具の使用法などの解説もよいのではないかと思いまし

た。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 続いて、福田委員からお願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  全ての出版社さんに巻頭にノートのつくり方、学び方、

進め方等があり、また、巻末には学年のまとめページがあって、よかったと思い

ます。 

 中でも、学校図書さんと日本文教出版さんには次の学習のための予習ページが

あって、これはよかったと思います。ただ、親目線からいきますと、補充、チャ

レンジ等、別冊も含め充実している学校図書さんが私はよろしいかと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私は教育出版がいいと思います。どの出版会社さんも身

近な題材から数字、形、並べ方というようなことを取り組んではいられるんです

が、教育出版さんの捉え方は、その先に子どもたちに自ら工夫をさせるという観

点を感じました。そのために、広がる算数とかステップアップ算数とかいう発展

問題も自分たちで取り組めるような工夫がされていると思いました。 

 あとは各者とも巻末の索引があるんですが、細かく、これは大人の目線で見た

からかもしれませんが、ちょっとこの言葉はどういうものなのかなと調べるとき

に、一番、教育出版さんの索引が細かい言葉使いまで取り上げられて、索引の項

目が多かったんですね。ですので、自ら教科書を使いながら、二次元コードで回

答を求めるという時代になったのかなということも含めましたが、巻末にも答え

が印字されているというやり方と、自分で学習するという、子どもたちに工夫す

るという、そういう工夫がされていることを感じましたので、教育出版を推薦い

たします。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 私もいろいろな教科書を拝見しましたけれども、先ほど他の委員さんから話が

出ましたけど、補充問題やら何やらで、それぞれがいろいろな工夫をされている
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かなと思いました。 

 その中で、１年生に入学した最初に算数に触れる、そういうことを想定したと

きに、啓林館のスタートブックというのは、とても魅力的だなと思いました。な

ぜかというと、何も問題がない、言葉が書かれていないページから始まっていま

した。子どもたちにとっても、自然な形で入り込めるかなということ、それから、

教える先生方にとっても、先生方の思いの中で、そのページをどう使うかという

工夫がいろいろできるので、いいかなと思いました。 

 その一方で、算数というものはやっぱり、今はほかの教科もそういうことが求

められていますが、特に自分で考えるということを大切にしたい教科だなと思っ

ています。考えて解決する、そういうことの繰り返しになってくるわけですけど、

そうすると、やはり、考えて解決するに当たっての既習事項がどれほど定着して

いるかということが大変重要になってまいります。そういう意味で、算数の学習

で子どもたちがつまずくポイントの一つとしては、複数の数量の関係とか変化に

ついての問題を考えるとき、戸惑ってしまったり、どう考えていいのか分からな

くなって算数が嫌いになってしまう、そういう子が多いような印象がありますけ

れども、その際に、算数の中では数直線というのを利用すると割とうまくいくケ

ースが多くあります。何者かの教科書の中で数直線の書き方とかが示されており

ますけれども、その中でも教育出版の教科書については、３年生の上巻で、その

書き方が示されておりました。そして、４年生以降の各教科書の中でも、学びの

手引というコーナーの中で繰り返し示されていたり、あるいは実際の問題解決の

場面場面で随所に数直線が示されていて、算数の様々な課題を考え、解決するた

めのツールの一つとしての数直線が大変身につきやすくなっているなと感じてお

りまして、そういう意味で、私は教育出版の教科書がよいのではないかなと感じ

ました。 

 何か委員さんから追加でございますでしょうか。 

 よろしいですか。では、ないようですので採決に入らせていただきます。 

 算数の教科用図書につきましては、６つの発行者から選ぶことになります。 

 まず、東京書籍がよいという方、挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 大日本図書がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 学校図書がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 教育出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手３名。 

 新興出版社啓林館がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 ここで全員の挙手が終わりました。 

 学校図書１名、教育出版３名、新興出版社啓林館が１名でございました。 

 よって、令和６年度伊勢原市立小学校、算数で使用する教科用図書は教育出版

のものと決定いたしました。 

 引き続きまして理科でございます。理科については６者から発行されておりま

す。 

 それでは、渡辺委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  各者とも学習の進め方が、問題を見つける、実験・観察、
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まとめる、広げるの手順で編成されております。また、写真や絵図を豊富に使い、

キャラクターの補助発言も加えて、学習しやすくなるような工夫をされていると

思いました。器具の使用法や注意点も確実に書かれております。 

 ただ啓林館は、学習活動のそれぞれの場面での学習の狙いや、実験や観察方法

が分かりやすくその都度示されております。写真・絵図も見やすく、また観察や

実験での器具の使い方は実際の授業に即しての解説もあり、理科室の使用方法の

解説も丁寧で、細かな安全対応の配慮もされていると思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では福田委員、お願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  各者とも、学び方や進め方、ノートの書き方、話合いや

記録の仕方等があり、また単元の終わりには「確かめよう」等もあり、工夫され

ているなと。 

 啓林館さんは、３年生の巻末に厚手のシート、これはいいなと思いました。ま

た、他者には危険・注意等が巻末にありますが、単元初めに「先生との約束」と

してありまして、これもいいなと。 

 教育出版さんは、巻頭に全学年の振り返り、巻末にはまとめがあり、裏表紙に

安全の手引きが見やすくありまして、また、５年生の「流れる水と土地」、それ

から６年生の「人体図」が、とても他者と比べて詳しいなと感じましたので、私

は教育出版さんがいいと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私は啓林館を推薦いたします。編集の意図の中の大体１

番目のところに、協働的な学びという趣旨を編集のところで読みまして、先ほど

いろんな教科もあるのですが、知識として学ぶということに加えて、仲間と一緒

に学ぶという、そういう協働の働は働くという字なんですけれども、そういう感

覚というのは、やっぱり学校教育の中ではとても必要なことなのかなと思います。 

 そういう観点の中で、伝え合うということ、そういう姿勢を割と重視されてい

るところが見られました。１人でもちろん学問を追求するということも必要とは

思うのですが、いろんな考え方の人がいて、その人たちのことを聞く耳を持って、

その人たちに対して自分の考えを述べるというような、そういう展開の仕方を、

イラストの中に、お子さんの言葉が吹き出しの中にあり、そこにアンダーライン

というのが微妙にあったものですから、それが気にはなったんですけど、それが

とても大事だというような編集の意図のところに書いてありまして、小さな声で

も自然の事象の中で気がついたことに対しては、みんなで感じたことを述べ合お

うよという、そういう姿勢に対して非常に共感を覚えました。 

 あとはいろいろ、暮らしとリンク、やっぱり日常生活と結びつけて理科を考え

ていくという姿勢を強く感じましたので、啓林館を推薦させていただきたいと思

います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 



 - 19 - 

 次に菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は啓林館の教科書がよいと思いました。単元ごとに、

まず「思い出そう」で既習事項に触れた上で、問題、予想、計画、実験、結果、

考察、まとめの流れがすっきりと、しかも丁寧に明示されていて、中学以降の理

科の学習や論理的思考の醸成に役に立つ構成になっていると思いました。 

 「暮らしとリンク」のコラムでは、エクモ、防火扉、てこの原理に基づくボデ

ィメカニクスを利用した介護の仕方など、身近な生活の中の科学に目を向けさせ

たり、「活用しよう」では、月の学習を与謝蕪村の「菜の花や」の俳句に結びつ

ける教科横断的な課題が示されていたりなど、子どもの視野を広げるよう工夫さ

れていると感じました。 

 以上から、私は啓林館の教科書がよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 今、小学校では、経験の浅い先生方が増えております。昨日も、この科学館の

ところで、自由研究相談室というところに２年目の若い先生が来られていました

けれども、そういう方々にとっては、やっぱり実験とか観察、そういうものを安

全に注意しながら効果的に授業として取り組む、そういう観点からみて使いやす

い教科書が良いのではないかなというふうに思っています。 

 そういう観点から各発行者の教科書を見てみると、啓林館の教科書は、詳しく

丁寧にそういう部分が書かれていて、また、目当てや課題が明確なので、授業が

進みやすいのではないかなというふうに感じました。 

 また、実験器具の操作方法や手順が実験ごとに掲載されていること。あるいは、

各実験のページに、注意だけではなくて、保護眼鏡とか換気とか廃液などの細か

なところにマークが記載されて、注意が促されるようになっております。 

 さらに、実験のまとめ方については、結果を整理し考察する過程を丁寧に扱い、

より科学的に考え、話し合う活動が充実できるようなつくりになっているように

感じました。 

 そんなことから、私は啓林館の教科書がよいのではないかなというふうに思っ

ております。 

 ほかに何か御意見ありますでしょうか。 

 では、ないようですので採決に入らせていただきます。 

 理科の教科用図書につきましては、６つの発行者から選ぶことになります。 

 東京書籍がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 大日本図書がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 学校図書がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 教育出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 信州教育出版社がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 新興出版社啓林館がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手４名。 

 ここで全員の挙手が終わりました。教育出版１名、新興出版社啓林館４名でご

ざいました。 

 よって、令和６年度伊勢原市小学校、理科で使用する教科用図書は、新興出版
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社啓林館のものと決定いたしました。 

 では、引き続きまして生活でございます。７者から発行されております。 

 福田委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  各者とも使いやすい工夫が見て取れました。 

 大日本図書さんでは、右下の「きもちマーク」、巻末の「がくしゅうどうぐば

こ」。学校図書さんは「あんぜんのページ」「いかのおすし」「学び方図かん」。

教育出版さんは、ページ右側に「やくそく」「できるかな」「ヒント」等、あと

「おぼえてあんぜん」。光村図書さんは巻頭に使い方、ページ右下に「ちょうせ

んした」「きづいた」など。巻末の厚手の図鑑、別冊になる生活事典。これはい

いと思いました。 

 それから啓林館さんは、巻頭に「あんしん あんぜん」、ページ左側に「わく

わく」「いきいき」「ぐんぐん」、巻末のステップブック、これもいいと思いま

した。 

 東京書籍さんは、巻頭下段に「保護者の皆様へ」、ページ右上は「やくそく」

「やってみよう」「考えよう」、ページ右下「てをあらおう」等、巻末の便利手

帳、これも非常によろしいかと思いました。 

 個人的にはすごく甲乙つけ難いと思ったのですが、親目線で、子どもたちには

分かりやすいのかな、ページの工夫があるのかなというので、個人的には東京書

籍さんが特にその点で見られると思いますので、東京書籍さんがよろしいかと思

います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  東京書籍がいいと思います。伊勢原の子どもたちの生活

を考えると、いろいろ状況が変わってはきていますが、まだまだ自然の中で過ご

す時間に恵まれている環境だと思います。 

 そんな中で、自然のもの、植物に対して関心を持ちやすいような教材が数多く

取り上げられているので、子どもたちがわくわくして生活の教科書を広げ、自分

の身の回りのものと比べてどうなのかなと考え、まずは身の回りの環境に対して

考える、導入の部分の生活として取り組みやすいのが東京書籍かなと思いました。 

 あとは、やはり保護者、まず低学年に関しては保護者の方も一緒に教科書を見

られるという時間がまだまだあるかなと思います。その中で保護者向けのメッセ

ージも加えられているというところで、私は東京書籍を推薦させていただきます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では続いて菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は学校図書の教科書がよいと思いました。４人の子ど

ものキャラクターと一緒に学んでいく設定になっていますが、それぞれ個性があ

って、引っ込み思案で先生の励ましが必要な子もいて、子どもたちが感情移入し

ながら学んでいくことができると思いました。 

 写真が多く、図鑑としての機能も充実していて、草花を使った遊びもたくさん

紹介されています。 
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 密度の濃い詳しい情報は、「ものしり図かん」「ものしりノート」として別枠

が設けられていて、基礎的な地の文とは分けられ、メリハリのついた構成になっ

ていると思います。 

 単元のタイトルも、子どもの興味を誘う親しみやすい文言になっていると思い

ますし、巻末には「生活科学び方図かん」として、話す、見る、聞くなど、学ぶ

際に必要な態度や方法が分かりやすく整理されていて、理科や社会の学習の基礎

となる知識や態度を楽しく身につけることができるのではないかと思いました。 

 以上から、私は学校図書が最もよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  各者とも学習の進め方が、身近な学校、それから町、そ

れから人との関わり、そういう中で、季節ごとの動植物の変化などを取り込んで

いるように思いました。 

 また、写真や絵図、キャラクターの補助発言も加えて、学習に取り組みやすく、

小学校の低学年が取り組みやすくなるように工夫していると思いました。 

 学習内容では、身近な道具づくりや遊びなどとともに、交通安全や健康な生活、

パソコンの活用なども掲載されており、巻末には大切な事項をまとめて確認でき

るような工夫もそれぞれなされているというふうに思いました。 

 そういう中で東京書籍は、物事や動植物に関わり活動する子どもたちの楽しそ

うな写真や絵図を特に多く使っているように感じました。学習意欲に大いにプラ

スになると感じました。 

 また、学習活動の面で、身近な校庭や公園、町並みなども、季節の変化ごとの

図絵を表しており、季節感を感じ取れるような工夫もされており、子どもたちが

その教科書からさらに実際の授業の中で、それぞれ季節を感じることができるよ

うな工夫がされているというふうに思いました。 

 安全対応の配慮もされているというふうに思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 伊勢原の小学生については、『いせはらのしょくぶつ』という副読本を生活科

で利用しております。この副読本と、この生活科の教科書とを併せて使うという

ことを想定したときに、どの教科書がよろしいのかなというふうな観点で考えて

みましたが、各発行者、様々な工夫をされているかなというふうには思っており

ます。 

 そういう中で、特にその副読本『いせはらのしょくぶつ』、自然とか身近な植

物、そういうものにスポットを当ててということで考えると、東京書籍が、様々

な身近な植物の特徴とか遊びなど、こういうものの記述が豊富にされているなと

いうふうに感じました。 

 先ほど申し上げたその副読本と併せて使うことで、学習活動をより広げたり、

豊かな表現活動につなげたりということに役立つのではないかなというふうに感

じたところで、私としては東京書籍がよいのではないかなと考えているところで
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ございます。 

 ほかに何か皆様からありますでしょうか。 

 では、ないようですので採決に入らせていただきたいと思います。生活の教科

用図書につきましては、７つの発行者から選ぶことになります。 

 まず、東京書籍がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手４名。 

 大日本図書がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 学校図書がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 ここまでで全員の挙手が終わりました。東京書籍が４名、学校図書が１名でご

ざいました。 

 よって、令和６年度伊勢原市立小学校、生活で使用する教科用図書は、東京書

籍のものと決定いたしました。 

 続きまして、音楽でございます。２者から発行されております。 

 では、今度は濱田委員から、順に御意見をお願いいたします。 

○委員【濱田光子】  教育出版がいいと思います。音楽というのは、もちろん

知識として楽譜が読めたり楽器が弾けたりというようなことを学ぶ学問だとは思

うのですが、何よりもまず心が揺れ動いたとき、感動したときとか悲しいときと

かにそのメロディーが上ってきて、リズムが出てきてというところに出てくるの

が音楽だと思うことを考えると、音楽の教科書の中で少しでもその感動を覚える

ような映像というか写真は、やはり必要なのかなと思います。 

 その中で、教育出版さんの、見開き２ページにわたるきれいな写真が何枚か取

り上げられていまして、その絵をぱっと見たときに、子どもたちが何を感じるの

かな、そこで「うみ」という曲が耳から入ってきて歌ったりして、何を感じるの

かなというところに、音楽の広さというようなものを子どもたちの中に感じさせ

るような、説明は要らないねというようなところで。 

 教育芸術社さんのほうは、そこに少し説明が加えられているものですから、や

はり曲の、それぞれの皆さんの感じ方というのはそれぞれ違うので、単純にその

題材と曲の歌詞とメロディーをぽんと提示していただいて、そこで、それをまた

形にしたところで子どもたちが何を感じるか、また、お互いに何を感じ合うかな

というところを、そういう教材として考えるとすると、あまり細かい説明がない

曲の紹介の仕方というものに共感を覚えました。 

 あとは、楽器を学んでいくに当たって、鍵盤ハーモニカの学び方に対して、見

開き、１年生のときに６ページも使って大きく説明されていました。２ページ丸

々使って、下半分のところで鍵盤ハーモニカがありまして、実際に楽器を出さな

くてもそこに指を置いて学べるというようなところも、子どもたちの視点に沿っ

ているのかなと感じました。 

 あとは、個人的なことですが、「花は咲く」という曲が巻末にありまして、音

楽は時代によって教科書に取り上げる曲が変わってくるとは思います。 

 東北大震災から１０年もたつのですが、やはりいろんな意味でその時代を反映

した曲というものが取り上げられると思うんですが、「花は咲く」という曲を取

り上げていただいた思いというのは、まだまだいろんな意味で、復興から立ち直
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っていく、これからのことを考えていくような、そんな強いメッセージ性はなく

てもいいかと思うのですが、あの美しいメロディーを子どもたちが歌いながら何

を感じるかというのを教材として取り上げていただいた、教育出版を推薦させて

いただきます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 続いて菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は教育出版の教科書がよいと思いました。歌に関係す

る写真や挿絵が多く、二次元コードで実際の虫の声、お寺の鐘の音などを聞くこ

とができるようになっており、歌に対するイメージが湧きやすい一方で、言葉に

よる手引きは少なく、子どものイマジネーションを大切にし、素直に歌を楽しむ

心を大切にしているように感じました。 

 初めてリコーダーを習う３年以降、６年まで、リコーダーの指使い一覧が巻末

に折り込まれていて、広げると楽譜のページを見ながら指使いを参照できる工夫

がされています。 

 巻末の音符の長さなどの一覧も、大きく分かりやすいと思いました。 

 伊勢原との関連でいいますと、運動会の定番の「ソーラン節」が４年生で歌唱

と鑑賞の両方で扱われており、６年の最後には滝廉太郎の「箱根八里」が大きな

写真と歌詞の解釈と共に取り上げられています。 

 また、伊勢原の小学校で教鞭を執られた吉田覚先生が編曲された「さんぽ」は、

３年生から６年生までの４学年で扱われ、学年を追うごとに楽器が増え、難易度

も上がっていく構成になっていて、子どもたちが自分の成長を実感できるのでは

ないかと思いました。 

 以上から、私は教育出版がよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  両者とも歌唱曲、それから楽器演奏などの指導などでは、

それぞれの狙いを明確に教科書内に示しております。また、音楽活動に関わる知

識や理解が深まるような工夫も、それぞれの箇所に工夫されていると思います。 

 教育出版は、子どもたちの活動写真や絵図などで学習内容が分かりやすくなる

ように、特に楽曲の歌詞に合わせて子どもたちの思いが高まるような図絵、写真

が多いのかなと思いました。 

 また、様々な音楽活動が紹介されており、自然の歌、心の歌、季節の歌、みん

なの歌等、音楽と世の中のつながりを大切にしていると思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では福田委員、お願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  どちらも巻頭に学習マップ、それからマークの工夫があ

ったと思います。 

 教育芸術社さんは、３年生のリコーダーの、この運指表も含めてですけども、

教育芸術社さんのほうがいいのかなと。分かりやすいのかなと。６年生の特集で
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著作権を挙げられていたのは、これもまた、いいのではないかと。 

 教育出版さんは、巻末折込ページ、これがすごくよかったなと。あと小学校１

年生で英語の歌を取り上げているんですよね。これもよかったのと、あと、楽譜

がページをまたがないのは教育出版さんのほうがあったので、１ページに楽譜が

載っていた、これも分かりやすいなと思いました。それから、鍵盤ハーモニカの

図が大きかったのも教育出版さんだと思いました。 

 あとは個人的に雅楽を２０年以上やっていますが、６年生の４４ページに「越

天楽今様」というのがあって、これ、私、２０年以上やっていますけど知らなか

ったので、個人的には勉強になりました。 

 いろいろあって、教育出版さんのほうが、私は個人的によろしいかと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 今、福田委員さんから教育芸術社の教科書のリコーダーのところの記述の御意

見がありました。私もそこの部分で、吹き方というんですか、タンギングという

舌を使う、そこのところがすごく詳しく書かれているなということをちょっと感

心いたしました。 

 全体的に見てみると、教育出版の教科書は、日本の風景とか写真とかそういう

ものが効果的に掲載されているなというふうに感じました。そういうものを視覚

的に情報を入れる中で、子どもの心が動くなんていうことにつながり、楽曲のイ

メージを広げたり、表現活動を豊かにする、そういうふうにつながってくるので

はないかなというふうに感じたところでございます。 

 そんなことで、教育出版が、私としてはよろしいかなというふうに考えている

ところです。 

 ほかに何か御意見ありませんか。大丈夫ですか。 

 では、ないようですので、採決に入らせていただきます。 

 音楽の教科用図書につきましては、２つの発行者から選ぶことになります。 

 まず、教育出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手５名。 

 では、ここで全員の挙手が終わりました。教育出版が５名でございましたので、

令和６年度伊勢原市小学校、音楽で使用する教科用図書は、教育出版のものと決

定いたしました。 

 引き続きまして図画工作でございますが、２者から発行されております。 

 それでは、菅原委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【菅原順子】  どちらも甲乙つけ難く、よい教科書だと思いました。単

なる手を使ってのアウトプットにとどまらず、その前に自然や日常的な環境に五

感をフルに使って働きかけ、そこから得たものをインプットして自分の内面を豊

かにしていくことが、それぞれの味わい深い自己表現につながるというコンセプ

トが伝わってくる構成になっていると感じました。 

 数少ない相違点の一つは、日本文教出版は、「お話から生まれたよ」「言葉か

ら思い浮かべて」「言葉から想像を広げて」などと題して、自分の好きな物語や、

「ごんぎつね」や「やまなし」など国語の教科書に出てくる童話、あるいは二次

元コードに収録されている詩の朗読など、言葉からイメージしたものを絵として
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表現するという活動が、１・２年上から一貫して入っているということです。 

 言葉という目に見えないものをインプットし、それを頭の中で一つのイメージ

にまとめ上げ、目に見える形に表現するという活動は、国語の学習にもつながり、

今の子どもたちにとても必要な活動であると感じます。 

 以上から、私は日本文教出版がよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  両者共、授業ごとに学習の目当てや活動の概要がしっか

り示されていると思いました。また、学習活動の中での子どもたちの活動の様子

や作品も数多く紹介されていると思います。 

 ただ、日本文教出版が、子どもたちの活動写真、活動している様子や作品が大

きくて見やすいなと思いました。それから学びの資料などでも、学習活動での安

全への配慮もよくなされております。また、学校・家庭・地域での図画工作との

つながり、それから未来への広がりのためのヒントなどが意識されているという

ふうに思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では福田委員、お願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  両出版社、共に巻頭には目当て、使い方、巻末には道具

の使い方、材料と用具の引き出し、左上にテーマ、使う物、片づけ等があって分

かりやすいなと。 

 日本文教出版さんは、目次の記号、これがすごく分かりやすいなと思いました。 

 開隆堂出版さんは、左上の使う物が分かりやすいのと、「みんなのギャラリー」

というので伝統技を学ぶページがありまして、私、個人的には開隆堂出版さんが

いいかと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私は日本文教出版がいいと思います。やっぱり主体的に

作業をするということはとても大事かなと。物を作るときに。その時に、いろい

ろ作業工程が細かく説明されているので、子どもたちが自ら作業するときにあっ

て、安全に配慮してやるという作業の分かりやすさが、日本文教出版のほうに配

慮がされていると思いました。 

 あとは写真の取上げ方が、一部を撮ったときと、それをもうちょっと拡大して、

その作業の様子を分かりやすく拡大してあり、どうやったらいいのかなというと

ころが、先生の説明を待つまでもなく、もちろん二次元コードを参照する方法も

あるかと思うのですが、まず教科書を開いたときに、その作業はどんなことが大

事なのかなを自ら考える配慮がされていると思いまして、日本文教出版を推薦さ

せていただきます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 私は、日本文教出版の教科書がよいかなというふうに思いました。それは、や
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っぱり印象として、子どもの自然な生の姿、笑顔、そういうものがとても印象に

残っています。それから、実際の子どもたちの作品が多く掲載されているという

印象を持ちました。 

 やっぱり、つくられたポーズとか笑顔ではなくて、実際に生き生きと作業して

いる、そういうようなものから伝わってくるものというのは大きいかなというふ

うに思います。 

 また、教科書の裏表紙に「みんなの図工ギャラリー」というものがあって、年

代別に子どもたちの実際の作品が掲載されていることなどから、子どもたち自身

が、「私も作ってみたい」というような意欲が喚起されるような工夫がされてい

るかなというふうに感じました。 

 また、同じその裏表紙には「つながる図工」というものがあって、子どもの発

達段階に合わせて、図画工作を通して、様々な立場の人々や社会集団と関わった

り、つながったりするような事例とか写真が紹介されていることがよいなという

ふうに思ったところでございます。 

 では、皆さんから、ほかに何か御意見ありますでしょうか。 

 よろしいですか。では、ないようですので採決に入らせていただきます。 

 図画工作の教科用図書につきましては、２つの発行者から選ぶことになります。 

 まず、開隆堂出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 日本文教出版がよいという方は挙手をお願いします。挙手４名。 

 全員の挙手が終わりました。開隆堂出版１名、日本文教出版４名でございまし

た。 

 よって、令和６年度伊勢原市立小学校、図画工作で使用する教科用図書は、日

本文教出版のものと決定いたしました。 

 次に、家庭でございます。家庭については２者から発行されております。 

 今度は渡辺委員から順に、御意見をお願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  両者共、学習の進め方を明示して、学習内容に沿って狙

いと学習活動の流れがはっきり分かるように編成されています。また、学習活動

での安全への配慮もなされているというふうに思います。 

 開隆堂は、５年・６年で学習単元が２０あり、その中に「ほっとタイム」、掃

除、地域での生活、生活と環境、循環など、生活に密着し、活用しやすい単元が

多いなというふうに思いました。また、学習の流れに沿った説明が丁寧で、絵図

や写真も分かりやすいと思いました。 

 特に、実習活動での見本写真などが、手順に沿って連続して示されており、学

習活動時の助けになるなというふうに思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 続いて福田委員、お願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  どちらもステップ、安全マーク等の工夫があって見やす

かった。実践の進め方等も分かりやすかったと思います。 

 単元が細かく分類されていたのは開隆堂だと私は思いました。食文化例も多く、
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中でも巻末のまとめページは、特に左利きの人のための写真解説はよいと思いま

したけれども、ただ、東京書籍さんも詳しいと。 

 参考になり、使う頻度の高さを考えると、私は東京書籍さんのほうがいいのか

なと思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私は開隆堂出版がいいと思いました。家庭というものは、

ちょっとほかの学問とは違うというか、衣食住などに対する実践的・体験的な活

動を通して、生活をよりよくしようとする工夫、資質・能力を育成することが目

的とされています。 

 その中で、やはり自ら自分の生活を振り返るということの中で、生活の中のプ

ログラミングというページが設けられており、そのプログラミングという、家庭

科の中に昔だったらそういう言葉はなかなかなかったのかなと思うのですけれ

ど、自分の中でいろいろ組み立てていく、これから中学校に行くために、自分の

生活をどう振り返るといいかなという、そういう課題を提示されているところに

対して共感を覚えましたので、開隆堂出版を推薦させていただきます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は東京書籍の教科書がよいと思いました。家庭科を初

めて学ぶ５年生の導入部分の流れがとても自然であると思いました。 

 まず家庭生活の振り返りをした後、家庭で自分ができることの第一歩として、

お茶を入れることを学びます。その勉強の中で、コンロの使い方、食器の洗い方、

片づけ方といった炊事の基礎や、お茶の種類なども学ぶという流れになっていま

す。 

 また、各章のタイトルが、「一針に心を込めて」「朝食から健康な一日の生活

を」「任せてね 今日の食事」というふうに、家庭科を学ぶことによって、家族

の一員として、具体的に家族に何ができるかを考え、家庭生活を主体的に、楽し

く充実したものにしていこうというメッセージを伝えていると思います。 

 また、災害に備えるため、飯ごうでの炊飯を紹介したり、インターネットで買

物する上の注意や消費者センターといった、現代に知っておくべきことにも触れ

ており、以上から、私は東京書籍がよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 私は両者の教科書を見させていただく中で、健康や安全、あるいは生活文化な

ど、両者共、実生活に生かせるような技能あるいは知識などがより身につきやす

いような工夫がされているのではないかなというふうに感じたところです。 

 その中で、開隆堂出版の教科書の「団らん」という部分についての取上げ方を、

とても印象深く読ませていただきました。 

 開隆堂出版の教科書の中では、団らんというものを、くつろぐ、リラックスと

いうくくりの中で表現しております。そして、「一緒にほっとタイム」という単
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元名が示されています。 

 現代社会の中で、子どもも大人も精神的にかなり緊張して生活している様子が

みられるのではないかなと感じている中で、家庭科の授業の中で、その団らんと

いう部分を「ほっとタイム」というような言葉、あるいはくつろぐ、リラックス

という言葉の中でそれを意識して学ぶ、こういうことは大変大きいものではない

かなというふうに感じておりまして、そんなところから、開隆堂出版につきまし

て、いいのではないかなというふうに感じているところでございます。 

 ほかには何か御意見ありますでしょうか。 

 よろしいですか。では、ないようですので採決に入らせていただきます。 

 家庭の教科用図書につきましては、２つの発行者から選ぶことになります。 

 東京書籍がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手２名。 

 開隆堂出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手３名。 

 全員の挙手が終わりました。東京書籍２名、開隆堂出版３名でございました。 

 よって、令和６年度伊勢原市立小学校、家庭で使用する教科用図書は、開隆堂

出版のものと決定いたしました。 

 では、引き続きまして保健でございます。保健については６者から発行されて

おります。 

 福田委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  ６者共、巻頭に進め方、学び方、使い方等があり、また

書き込むページが多く、また下段等を利用して豆知識、プチ、あと他教科との関

連もあり、工夫されているなと感じました。 

 大修館書店さんの「けがの手当て」は分かりやすいと思いましたし、東京書籍

さんの「けがの防止」の単元は、イラストが大きく分かりやすいと感じました。 

 中でも大日本図書の、ステップごとに書き込め、また巻頭の折り込みカード、

この利用はすばらしいなと感じました。授業も進めやすいのではないかと個人的

に思いましたので、大日本図書さんがよろしいかと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  私はＧａｋｋｅｎがいいと思います。日常を振り返り健

康課題を見いだすことができるように、写真やイラストとともに吹き出し形式で

「振り返ろう・予想しよう」という設定をされていて、子どもたちに自主的に日

常を振り返る姿勢を身につけさせる姿勢を感じました。 

 あとは、チェックリストが設けられており、自分のこととして、いろいろ発達、

発育を考えて、それで自分を工夫していこうという、自分で対策を考える、そう

いう工夫もされていると思いました。 

また「保健の箱」というところに、様々な職業の専門家の考え方が掲載され、

それに関しても、それを知ることにより、自分で自分のことに差し替えて、自分

の健康を考えていく姿勢を学べる教材として工夫されていると感じましたので、

Ｇａｋｋｅｎを推薦させていただきます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 
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 では菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は、光文書院の教科書がいいと思いました。 

 体の成長、ＬＧＢＴＱ、薬物などデリケートなテーマは、その写真や文言が子

どもの好奇心や不安感をいたずらにあおる危険があります。 

 例えば薬物に関しては、実物の写真とそれぞれの俗称が事細かに詳しく書かれ

ているもの、写真も俗称もないものなど様々でしたが、光文書院は写真だけが示

されており、また、体の成長についても、受け入れやすい図式化されたものが提

示されていて、全般的に過不足のない、バランスの取れた教科書であると思いま

した。 

 また、今の子どもたちにとって身近な問題であるインターネット依存やゲーム

行動症についても、飲酒や喫煙と同様の依存症の一種として紹介されていること

が、他者と一線を画しているように思いました。 

 以上から、私は光文書院が最もよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  各者共、発達段階に沿って、健康、生活、心や身体の発

達、病気や感染症、またその予防など、生活上必要な事項が、それぞれの指導内

容の狙いを明確にして展開されているというふうに思います。また、基礎的な学

びの上で、今後の生活に生かすことを狙いとした編集にもなっていると思います。 

 この中でＧａｋｋｅｎは、学習の狙いが明記されて、学習活動の流れが分かり

やすく記載されていると思いました。 

 また、小学校中・高学年、そのぐらいになりますと、興味・関心が高く、重要

で必要な性教育に関し、慎重に系統的に６ページにわたり取り扱っており、主に

やさしい絵図を使って分かりやすく解説しているというふうに思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 私もＧａｋｋｅｎの教科書がよろしいかなというふうに感じています。 

 １ページ目のところに、本時の時間の課題というものが明確に示されておりま

すし、その後の学習の流れというものが、どの単位時間も一貫して示されている

ので、子どもが活動しやすいのではないかなというふうに感じたところです。 

 また、他学年や他教科とのつながりが分かりやすく示されておりますので、見

通しを持った学習内容と結びつけて学習を深めることができるのではないかなと

感じたところでございます。 

 では、ほかに何か御意見ありますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。では、ないようですので採決に入らせていただきます。 

 保健の教科用図書につきましては、６つの発行者から選ぶことになります。 

 まず、東京書籍がよいという方、挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 大日本図書がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 大修館書店がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 文教社がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 
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 光文書院がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 Ｇａｋｋｅｎがよいという方は挙手をお願いいたします。挙手３名。 

 全員の挙手が終わりました。大日本図書１名、光文書院１名、Ｇａｋｋｅｎ３

名でございました。 

 よって、令和６年度伊勢原市立小学校、保健で使用する教科用図書は、Ｇａｋ

ｋｅｎのものと決定いたしました。 

 続きまして、英語でございます。英語については６者から発行されております。 

 濱田委員から順に、御意見をお願いいたします。 

○委員【濱田光子】  東京書籍を推薦させていただきます。 

 特に感じたのは、国際理解を深めるというか、大きな視野の中なのですが、６

年生になるに当たって、いろいろ学んでいく中で、小学校生活を振り返りながら、

日本が世界の中でどんなところ、どんな位置を示しているかなというか、日本を

意識させるような単元がついては、英語を学ぶことは伝達手段を学ぶことだけで

なく、プラス海外の人たちとの生活の違い、考え方の違いも学べるんだよという

観点も含まれた扱い方になっているのかなと感じました。 

 あとは、別冊のピクチャーディクショナリーという別冊が非常に分かりやすく、

自ら辞書として調べる、いい教材だなということを感じました。 

 やはり単純な、基本的なことですが、４本の線が描かれていて、アルファベッ

トの書き方を正確にするというようなところの留意点が丁寧に書かれていること

に対して、東京書籍を推薦させていただきます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では菅原委員、お願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は東京書籍、三省堂が甲乙つけ難く、よい教科書だと

思いました。 

 特に東京書籍は、英語の文字と音とのつながりを重視していて、単語の始めの

音、終わりの音、アクセントなどを意識させる課題と、それに対応する音声コー

ドが頻繁に設置されていて、中学校以降の英語の読み書きの学習の基礎が身につ

くと思いました。 

 題材も、アフガニスタンで医療活動を行った中村哲さん、ゴッホの「タンギー

爺さん」などが取り上げられ、月の名前の導入の教材も、一般的に見られる誕生

日ではなく、世界各地の行事の紹介の中に月の名前を取り込むなど、英語を通し

て子どもの視野を広げる工夫が感じられました。 

 別冊のピクチャーディクショナリーも、中学以降も使えるレベルに詳しく分か

りやすく充実しており、私は東京書籍が最もよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  各者共、各学年８単元前後の単元で構成されており、学

習の目当てを基にした指導内容が工夫されているというふうに思います。また、

文字の学習にも対応しております。 

 英単語に親しみ、理解しやすくするための言葉の辞典を、巻末から新たに別冊
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で用意している教科書会社が多くなっているなというふうにも思いました。 

 東京書籍は、学習題材が自分のことから、地域のこと、日本のこと、世界のこ

と、地球のことと学びの視野を広めるような工夫もされていると思いました。ま

た、学習の流れの説明が丁寧にされており、絵図や写真が大きく見やすく、理解

を助けるとも思いました。 

 辞書の英単語には絵もあり、索引や横見出しもあり、活用しやすいというふう

に思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では福田委員、お願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  全ての教科書に学びやすい工夫があったと思います。ま

た、タブレットの活用も併せてよかったと思います。ネイティブの発音が聞けた

のはすごく参考というか、勉強になりました。 

 それから、楽しみながらできる工夫、線を引っ張ってみたり、チェックしたり

とかというのが見受けられて、特に東京書籍さんと教育出版さんと啓林館さんは

書き込みできる部分が多いなと感じました。別冊資料、巻末資料も分かりやすい

と思います。 

 個人的には、その中でも特に啓林館の巻末は豊富な資料があり、分かりやすい

と私は感じましたので、啓林館さんがいいと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 英語という教科を通して、海外にも広く視野を広げて、将来活躍してくれる子

どもたちが増えるといいなという思いとともに、伊勢原にも随分外国籍のお子さ

んが入ってきておりますので、そういうお子さんたちが教科書を見る中で、自分

のアイデンティティーを確認し、確立していくことも大事かな、なんて思ってい

ます。伊勢原に来るお子さんたち、現在はベトナム籍やフィリピン籍のお子さん

が割と多いんですけれども、そういうものの記述が各者どういうふうになってい

るかなと見たところ、あまり実は、ベトナムは若干ありましたけど、フィリピン

はほとんどなくて、そこのところはとても残念に思ったところです。逆に言うと、

あまりそこでは差がつかないなというふうに思いました。 

 いずれにしても、英語の教科書というものについては、英語が身近な題材、映

像とか音声とか、そういうものから興味を持ちやすく、その後のコミュニケーシ

ョンをする意欲に結びつくようなものがよいのではないかなというふうに感じて

いるところですけれども、そういう意味で、東京書籍の教科書がバランスが取れ

ていて、学習しやすいつくりになっているのではないかなというふうに感じまし

た。 

 また、三省堂についてはシンプルなつくりになっているので、使いやすいので

はないかなというふうにも思いました。 

 もう一つ、先ほども他の委員から話がありましたが、別冊については、何者か

今回用意していただいていますけれども、東京書籍のマイピクチャーディクショ

ナリーですが、その中身の配列の仕方を見てみると、小学生が使って、その後の



 - 32 - 

中学生生活、そして今後、社会に出ていったときをイメージした配列になってい

るのかなというふうに思っていて、そういう意味でも、便利に使えるのではない

か。いろいろある別冊の中でも、東京書籍さんのマイピクチャーディクショナリ

ーは使いやすいのではないかなというふうに思いました。 

 そんなことから、私は東京書籍の教科書がよいかなと感じているところでござ

います。 

 ほかに何か御意見ございますでしょうか。 

 よろしいですか。では、ないようですので採決に入らせていただきたいと思い

ます。 

 英語の教科用図書につきましては、６つの発行者から選ぶことになります。 

 東京書籍がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手４名。 

 開隆堂出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 三省堂がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 教育出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 光村図書出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 新興出版社啓林館がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 全員の挙手が終わりました。東京書籍４名、新興出版社啓林館１名でございま

した。 

 よって、令和６年度伊勢原市小学校、英語で使用する教科用図書は、東京書籍

のものと決定いたしました。 

 引き続きまして道徳でございますが、６者から発行されております。 

 菅原委員から順に御意見をお願いいたします。 

○委員【菅原順子】  私は、光文書院の教科書がよいと思いました。 

 各者とも教材名の前後にテーマ、問いかけが短く掲げられ、本文の後に思考を

深める手引きがあります。 

 光文書院の教科書は、テーマ、問いかけが過不足なく、つまり押しつけがまし

くなく、かといって抽象的過ぎてテーマがぼんやりしてしまうこともなく、分か

りやすく提示されていて、目指す道徳的価値について、子どもが問題意識を持っ

て取り組みやすいのではないかと思いました。 

 末尾の手引も、「考えよう」「まとめよう」「広げよう」の順に丁寧に設定さ

れていて、なぜ、何のため、という問いかけに、自分で、あるいは他者と共に向

き合うことによって、徐々に段階を追って自分事に引きつけて考えられるように

なっていると思います。 

 以上から、私は光文書院の教科書が最もよいと思いました。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】  道徳に関して、いわゆる道徳の教科化ということで、道

徳が教科になったという中で、新たに先生方が考えなきゃいけない、考えながら

授業を進めなきゃいけないということの中に、まず、議論をしていくんだと。子

どもたちが議論する、考えた後、考え方を子ども同士で議論して考えを深めてい
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くということが新たに加わった。さらに、評価するんだということですね。 

 それぞれ、４５分の授業の中で、今言ったようなことが新たに加わっているん

だというのが、現在の道徳の、私は大前提だろうと思っています。 

 そうしますと、通例あります道徳の授業などは、一つの題材を子どもたちが読

みます。そして、今言ったような、読んだ後、理解をして、考えをまとめて、議

論して、そしてさらにまとめていく。これを４５分で行っていくということは大

変なこと、大変時間がかかることというか、４５分の中で収めるということは大

変なことだろうと思います。 

 もう一つ前提となるのは、道徳の授業では、その文章が、そこに書かれている

ことが、様々な理解力に、どうしても子どもたちの中には、一回読めばさっと分

かる子もいれば、なかなか、先生からちゃんと解説をしてもらって、もう一回考

えて、ああそうかというふうに気づくような子どもたちもいるというのが教室の

実態だろうと思います。 

 そんな中で私は、読む力や理解する力は子どもたちには差があるということも

前提にして、道徳の授業のことを考えていかなきゃいけないなというふうに思い

ました。 

 それで、全ての教科書、２年・４年・５年・６年の教科書を全部調べさせても

らいました。そして、行数が低学年は１３行、１４行ぐらいの文章で進んでいる

とか、高学年になると１８行、１９行ぐらいで進んでいるとか、そういうことも

含めて、そしてどのぐらいかかるかも、何ページぐらいだとどうだろうというふ

うに読んでみました。 

 そんな中で、私があまりつっかえずに、もちろん声を出して読んでみたりなん

かすると、どうしても４ページ以上ある教科書は、これは時間が１０分では収ま

り切らないだろうというふうに想定できました。 

 特に、４ページ以下の文章で６年生の資料だけをここでは数値的に申しますと、

光文書院は９８％が４ページ以下でした。６年生ですよ。日文は８６％。Ｇａｋ

ｋｅｎは７４％でした。逆に光村は４１％。４ページ以下は４１％しかありませ

んでした。東書は６０％でした。教育出版は６３％でした。 

 これが実態で、実際に６年生の文章で非常に長い文章が教材として扱われてい

る会社が結構あるというのが、私が調べてみましたらそのようでした。 

 それからもう一つは、この教科書を使っていく中で、発展的な内容が、もちろ

ん教科書の最後に、いろいろな考える視点などは、全ての教科書が用意されてい

るのですが、さらにそこから、こんなことも考えてみよう、あんなことも考えて

みようとか、それから別なこんなこともやってみましょう、のような発展的な内

容を含んでいる教科書もいくつもございました。 

 あくまでもこの教科書は４５分の授業の中で扱うものだという前提で考える

と、発展的な内容がどのくらいあるかを比較しますと、光文は３でした。教育出

版は５でした。Ｇａｋｋｅｎは１１ありました。これも６年生だけです。全部ほ

かの学年も調べましたけど、今ここで話しているのは６年生だけです。 

 それから東書は１２でした。光村は１３ありました。日文は１２、さらに別冊
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が用意されていて、そこにも別学習の指示などもございました。 

 こんなふうに考えると、４５分の中で子どもたちが理解して、それぞれの道徳

的な考えを整理したり、発表し合って道徳の授業を終えていくという中で、無理

なく進められるのは、やはり光文は教材、資料も適切で、シンプルであるのかな

というふうに思いました。 

 以上です。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では福田委員、お願いいたします。 

○委員【福田雅宏】  全ての教科書の巻頭で使い方、学び方があり、特に光文

書院は詳しいと感じました。 

 また各者、ページの左右でヒントにつながること、例えば左側に「考えよう、

話し合おう」等の工夫があり、巻末には一覧表があり、特に東京書籍と日本文教

出版さんはその一覧表が詳しいなと感じました。 

 また、日本文教出版さんは、各学年に１冊、別冊ノートがあって、書き込むこ

と、これで学習がより児童の中に残りやすいものになるんじゃないかなと私は個

人的に思いますので、私は日本文教出版さんがよいかと思います。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では濱田委員、お願いいたします。 

○委員【濱田光子】  どの出版社さんも、インターネット上のいろいろな情報

の権利とか、情報モラルということに対して取り上げてきている時代だというこ

とを改めて感じました。 

 ただ、情報のモラルのほかにはやはり心の問題、情報の伝え方の前のというか、

いじめとか、今話題のＳＤＧｓの持続可能な発展とか、いろいろな大きな課題が

日常の生活の中にあることを低学年から課題として取り上げて、人と暮らしてい

く中で学ばなければいけない、守らなければいけないことに関して、課題を与え

ながら、あとは漫画形式を使いながら、写真・絵を効果的に使いながら、子ども

たちに自ら考えさせて、それで話合いをするような提案の仕方をしている光文書

院を推薦いたします。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 私は、将来を生きていく子どもたちにつきましては、まず一つは、他者との良

好な関係が築ける、そういう力をつけてほしい。そして、何よりも自己肯定感を

ちゃんと持って、胸を張って生きていけるような、そういうような大人に育って

ほしいなと、常々思っているところです。こういう観点から、各発行者の教科書

を拝見いたしました。 

 その中で、光文書院さんの教科書の中に「みんなでやってみよう」、あるいは

「へこんでも立ち直る」、こういうコラムが全学年の教科書で設定されていまし

た。 

 その中身は、実際に身近で起きそうな場面を取り上げた中でのコラムになって

いますが、そういう中で、友達との関係づくりとか、あるいは、しなやかで強い

心をつくる、そういうものに結びつくよい教材だなというふうに思いましたし、
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ほかの部分でも、これらのことが意識されていると感じる部分がかなり多くござ

いました。 

 また、同じ光文書院の教科書につきましては、１時間分の単元が全てシンプル

に４ページに収まっていて、これは教員にとっては自由度があって、また、子ど

もたちにとっては学習が進めやすいのではないかなというふうに感じたところで

ありますので、私は光文書院の教科書がよいのではないかなと感じているところ

でございます。 

 ほかに何か御意見ありますでしょうか。 

 よろしいですか。では、ないようですので採決に入らせていただきます。 

 道徳の教科用図書につきましては、６つの発行者から選ぶことになります。 

 東京書籍がよいと思う方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 教育出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 光村図書出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 日本文教出版がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 光文書院がよいという方は挙手をお願いいたします。挙手４名。 

 ここで全員の挙手が終わりました。日本文教出版１名、光文書院４名でござい

ました。 

 よって、令和６年度伊勢原市立小学校、道徳で使用する教科用図書は、光文書

院のものと決定いたしました。 

 以上をもちまして、日程第４、議案第３１号、令和６年度伊勢原市立小学校使

用教科用図書の採択についての審議を終了いたします。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第５ 議案第３２号 令和６年度伊勢原市立中学校使用教科用

図書の採択について 

 

○教育長【山口賢人】  では、時間が随分長くなりましたが、続いて日程第５、

議案第３２号「令和６年度伊勢原市立中学校使用教科用図書の採択について」、

提案説明をお願いします。 

○学校教育担当部長【櫻井綾子】  議案書の３７ページを御覧ください。 

 議案第３２号につきましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関す

る法律第１３条及び第１４条、同法施行令第１５条の規定に基づく令和６年度伊

勢原市立中学校において使用する教科用図書の採択について、伊勢原市教育委員

会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１項第１０号の規定により提

案するものです。 

 提案理由といたしましては、令和６年度伊勢原市立中学校において使用する教

科用図書を採択する必要があるためでございます。 

 今年度は、令和２年度に採択した教科書及び発行者について、義務教育諸学校

の教科用図書の無償措置に関する法律第１９条による教科用図書発行者指定の取
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消しに該当する事柄がありませんでしたので、昨年度と同一の教科書を採択する

という前提で提案いたすものでございます。 

 なお、本採択につきましては、文部科学大臣から送付される目録に登載された

教科用図書のうちから採択することとなっております。 

 ４０ページ以降に中学校用教科書目録、３９ページに現在伊勢原市の中学校で

使用している教科用図書の一覧を掲載しております。よろしく御審議をお願いい

たします。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 ただいまの提案説明について、御意見、御質問などございましたらお願いいた

します。 

 よろしいでしょうか。 

 では、特にないようですので採決に入らせていただきます。 

 日程第５、議案第３２号「令和６年度伊勢原市立中学校使用教科用図書の採択

について」ですが、今、提案説明にございましたように、現在使用している教科

用図書と同一の発行者の教科用図書を採択するということでよろしいかどうかと

いうことでございます。賛成の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び委員全員  挙手。 

○教育長【山口賢人】  挙手全員。よって本案は、現在使用している発行者の

教科用図書を引き続き採択するということで決定いたしました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第６ 議案第３３号 令和６年度伊勢原市立小中学校の特別支

援学級において使用する教科用図書の採

択について 

 

○教育長【山口賢人】  続いて日程第６、議案第３３号「令和６年度伊勢原市

立小中学校の特別支援学級において使用する教科用図書の採択について」、提案

説明をお願いします。 

○学校教育担当部長【櫻井綾子】  議案書の４８ページになります。 

 議案第３３号につきましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関す

る法律第１３条及び第１４条、並びに学校教育法附則第９条の規定に基づく、令

和６年度伊勢原市立小中学校の特別支援学級において使用する教科用図書の採択

について、伊勢原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第

１項第１０号の規定により提案するものです。 

 提案理由といたしましては、令和６年度伊勢原市立小中学校の特別支援学級に

おいて使用する教科用図書を採択する必要があるためでございます。 

 ４９ページから５３ページに掲載しております令和６年度伊勢原市立小中学校

の特別支援学級において使用する教科用図書一覧は、各学校において、特別支援

学級に在籍する児童生徒一人一人の力を伸ばすために、教科用図書に代わるもの
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としてより適切な一般図書、及び文部科学省著作教科書を選定し、その報告を受

け作成したものです。 

 つきましては、一覧にあるとおり採択することを提案いたすものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○教育長【山口賢人】  ただいまの提案説明について、御意見や御質問などご

ざいましたらお願いいたします。 

 ありませんか。 

 特にないようですので、採決に入らせていただきます。 

 日程第６、議案第３３号「令和６年度伊勢原市立小中学校の特別支援学級にお

いて使用する教科用図書の採択について」、賛成の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び委員全員  挙手。 

○教育長【山口賢人】  挙手全員。よって本案は原案のとおり決定いたしまし

た。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

その他 

 

○教育長【山口賢人】  続きまして、その他でございますが、委員の皆さんか

ら何かございますでしょうか。よろしいですか。 

 事務局からは何かありますか。 

 ないようですので、最後に来月の定例会の日程をお願いします。 

○参事（兼）教育総務課長【熊澤信一】  次回の定例会につきましては、８月

２２日、火曜日の午前９時３０分から、会場は市役所３階議会第２委員会室にお

きまして開催をいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 長くなりましたが、それでは、本日の教育委員会議定例会はこれをもって閉会

とさせていただきます。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午前１１時４４分   閉会 


